
都市と緑の交差点
過密都市部における⽴体都市公園の提案

近年、急速な都市の広がりやポストコロナを迎えて都市のオープンスペースに関して関⼼が持たれるようにようになった。特に都市部において視的・⼼理的に癒し効果を持つ緑空間は⼈々の⽣活環境に⼤きな影響を与えると
考えられており、⽇本全国において緑地の保全や緑化等に関する取り組みが活発化している。しかし、⽇本における⼤都市中⼼部の公園などの緑の絶対量は依然不⾜している。オープンスペースの中で最も例として挙げられ
るのは公園であるが、⽇本における都市部の公園の数や⾯積は少ないといえる。公園の充⾜度を表す数値として、「住⺠⼀⼈当たりの都市公園⾯積」がある。令和 4 年度における⽇本の全国平均は 12.6 ㎡／⼈となっているが、
政令指定都市別に⾒ると、特に過密都市である東京都 23 区では 3 ㎡／⼈、⼤阪市では 3.5 ㎡／⼈となっており、都市公園法運⽤指針で⽰された⼀⼈当たりの都市公園⾯積⽬標の 10 ㎡（市街地においては 5 ㎡）を満たすこと
はできていない。また、諸外国と⽐べても、⽶ニューヨークの 19 ㎡／⼈やロンドンの 27 ㎡／⼈と⽐べて決して⾼くない数値となっている。これは、東京や⼤阪など開発されていない⼟地の少ない過密都市部において緑地や
オープンスペースを新たに確保する余地が少ないことに起因する。しかし、2004 年に公園を地盤⾯でなく、建物の上部に公園を設置することができる「⽴体都市公園制度」が成⽴した。これにより、過密都市部においても新
しい公園の設置や計画が⾏うことができるようになっている。しかしながら、⽴体都市公園の事例数はあまり多くはなく本制度は積極的に活⽤がなされていない。本設計では、⽴体都市公園制度を使⽤した都市公園施設及び、
屋上等を緑化・広場化した建物を収集・調査をおこない、過密都市部における良好な緑地空間やオープンスペースを確保することのできる⽴体都市公園制度の有効的な活⽤を模索し、過密都市部分においても植物などの癒し

の効果を⽤いた憩いの場や交流の場となる⽴体都市公園の計画を⾏った。
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設計概要

敷地⾯積：2,568 ㎡
建築⾯積：2,239 ㎡
延床⾯積：8,824 ㎡
公園⾯積：1,968 ㎡
公園部緑化⾯積：810 ㎡

6 階床⾯積：1,853 ㎡
5 階床⾯積：1,151 ㎡
4 階床⾯積：1,427 ㎡
3 階床⾯積：1,514 ㎡
2 階床⾯積：1,210 ㎡
1 階床⾯積：1,362 ㎡
川沿階床⾯積：307 ㎡

⽤途：公園
敷地：〒542-0084 ⼤阪府⼤阪市中央区 宗右衛⾨町 7-2
構造：鉄⾻造

A-Aʼ 断⾯図 1:100

上部公園までのアプローチ計画
⽴体都市公園の設計において重要となるアプローチ計画では、訪れた⼈々が地上部分との縁が切れた垂直性の⾼いアプローチではなく、⾃然と上部へと向かうことのできるアプローチとすることが重要である。
本計画では、スキップフロア⽅式で少しずつ上部へと登っていく花びら構造を採⽤している。この構造により、宗右衛⾨町通と道頓堀川沿いという異なるＧＬが存在する本敷地において、全てのＧＬに接地し、
異なるＧＬにいる⼈々が無理なく⾃然と⽴体都市公園へアプローチできるように計画を⾏っている。

 また、建物内のアプローチは空間を閉じるのではなく、屋内空間を最⼩限に抑えて、フロアのほとんどを中間領域とすることで地上から上部の公園までのアプローチが⽴体的な街路のようになるよう設計を⾏
っている。これにより地上部分と上部の公園部分に空間的な繋がりが⽣まれ、訪れる⼈々が⾃然と公園部分へと誘導されるだけでなく、都市の⼀部としての⼀体感を感じることができるように計画を⾏った。

都市における効率的な移動⽅法として⼀般的には垂直性の⾼い縦⽅向の移動が多く採⽤されており、道頓堀においても多くの建物が垂直性の⾼い移動⽅法が多く採⽤されている。これは、都市の中の限られた空
間を友好に活⽤するためであり縦⽅向の移動はエレベーターやエスカレーターといった設備を利⽤することで効率的に⾏うことができるが、移動の⾃由度は制限されてしまうこととなる。本計画では、訪れる⼈
々の移動にゆとりを感じさせる為に横移動を重視した設計を⾏っている。
 具体的には、スキップフロアを横⻑のスラブで構成しており、訪れた⼈が⾃然と横移動を意識することができるようにしている。また、異なるフロア⾼さの花びら構造をブリッジでつなぐような形にすること
で、横移動の選択肢が増え、訪れた⼈が⾃由に道を選択し⾃分のペースで進むことができるように計画を⾏っている。

平⾯計画

＋ ➡

2 つの花びら構造

宗右衛⾨町通り 道頓堀川沿い
２つをつなぐブリッジ

横移動を広げ道の選択肢を広げる
（GL±0） （GL-2,000）
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計画敷地
新たな⽴体都市公園の計画地としては、⼤阪市の道頓堀付近の敷地を選定した。⼤阪市を選定した理由としては、⼤阪府が 1 ⼈あたりの都市公園⾯積が 6.4 ㎡と 47 都道府県の中で最も低く、⼤阪市においては
政令指定都市の中でも 1 ⼈当たり 3.5 ㎡と東京 23 区の 3 ㎡を除いて最も低い⽔準となっているからである。また、⼤阪市の中でも中央区は 1 ⼈あたりの都市公園⾯積が 10.67 ㎡となっているが、これは⼤阪城
公園が含まれていることが⼤きく影響しており、⼤阪城公園を除いた場合、1 ⼈当たりの都市公園⾯積は 1.27 ㎡となり、⼤阪市の中でも特に低い値となる。また、⼤阪府北区の⼼斎橋付近は下図からわかるよ
うに公園の全く存在しない範囲が存在しているなど、⼤阪府の中で最も公園等の少ない地域である。その中の道頓堀は⼤阪を代表する商業地であり、地元⺠のみならず多くの観光客も訪れる場所である。それ
故に多くの商業施設や飲⾷店が密集している。しかしながら、公園などのオープンスペースが付近に存在しないため、訪れる⼈々が休息をとる場や交流をとる場が不⾜している。
これらの問題を解決するために、既存の過密な都市部においても緑地やオープンスペースを確保することのできる「⽴体都市公園制度」を活⽤し、都市における敷地の有効活⽤と⼈々が憩うことのできる緑地・
オープンスペースの確保という相反する要素の共存を⽬指す

植栽計画

約 1ｍのセットバック

⼤阪市北区周辺 都市公園分布
建物全体が訪れた⼈にとって癒しの空間となるように建物全体に植栽の計画を⾏っている。
緑のある新たな道頓堀の景観を創出するため、道頓堀川に⾯する南⾯に植栽を多く計画。
植栽の選定としては基本的に耐⾵性・耐陰性・浅根性に配慮を⾏っている。
また、建築⾯の配慮としては、低層階の植栽部分にも太陽光や⾬などが差し込むように、階⾼を⾼く計画したり、上階を
セットバックさせるなどといった配慮を⾏っている。また、植栽及び施設内の半屋外空間に⾵が⼊り込むよう、フェンス
にワイヤーメッシュ素材のウェブネットを使⽤。同じく建物外殻のグリッドにもウェブネットを使⽤することで、壁⾯緑
化ユニットから育つツタがウェブネットを通じて建物を緑が包み込むように計画を⾏った。

( テイカカズラ）

ｵﾘｰﾌﾞ

ｶﾂﾗ

ﾌｨﾘﾌｪﾗｵｰﾚｱ

ｱｶﾞﾍﾞ ｼﾏｶﾝｽｹﾞ

ｺｸﾁﾅｼ

ﾂｹﾞ

街区公園 （誘致距離：200m)
近隣公園 （誘致距離：500m)
地区公園 （誘致距離：1,000m)

➡

ｼﾞﾝﾁｮｳｹﾞ
ｱｵｷ ﾋｭｳｶﾞﾐｽﾞｷ

ウェブネット（H:2,000)

ウェブネット（H:2,000)

ウェブネット

ウェブネット (H:2,000)

ウェブネット (H:2,000)

⼀⼈当たりの都市公園⾯積
政令指定都市 / 年度

東京都（23 区）
⼤阪市

3 3 3 3 3 3 33 3 3 3.1 3 3 3 3 3
3.5 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5 3.53.6 3.5 3.5 3.5 3.8 3.5 3.5 3.5 3.5

R04 R03 R02 R01 H30 H29 H26H27 H25 H24 H23 H22 H20 H19 H18 H15

軽量⼟壌

300mm 500mm 600mm

植栽の⼟壌厚基準

0.5 〜 1m

1 〜 2.5m
2.5m 〜

⼟壌



4 階：⾳の広場 3 階：中央広場「まんなか」2 階：⼩劇場

１
６
１
２
年
Ộ 

安
井
道
頓
が
私
財
を
投
じ
て
運
河
の
開
削
に
着
⼿

１
６
１
５
年
Ộ 

道
頓
堀
川
の
完
成

１
６
５
３
年
Ộ 

芝
居
名
代
５
棟
が
公
認
さ
れ
歌
舞
伎
・
義
太
夫
・
⾒
世
物

 
 
 
 
 
 
 

な
ど
の
⼩
屋
が
並
び
始
め
る

１
６
８
４
年
Ộ 

⽵
本
座
が
設
⽴
さ
れ
︑
⼈
形
浄
瑠
璃
が
⼈
気
を
博
す

１
７
０
３
Ộ 
 

豊
⽵
座
が
設
⽴
さ
れ
道
頓
堀
が
演
劇
の
中
⼼
地
と
し
て
栄
え
る

１
９
２
３
年
Ộ 

道
頓
堀
初
の
映
画
館

昭
和
初
期
Ộ 
 

ジ
ἀ
ズ
の
流
⾏
︒

 
 
 
 
 
 
 
 

宗
右
衛
⾨
町
に
ダ
ン
ス
ホ
ổ
ル
や
ジ
ἀ
ズ
ス
ポ
ỿ
ト
が
⽴
ち
並
ぶ

戦
後
Ộ 
 
 
 

ジ
ἀ
ズ
の
伝
統
が
続
き
︑
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
の
誕
⽣

平
成
Ộ 
 
 
 

商
業
施
設
・
レ
ジ
ἀ
ổ
施
設
が
新
設
さ
れ
エ
ン
タ
ổ
テ
ỻ
メ
ン
ト
の

 
 
 
 
 
 
 
 

中
⼼
地
と
し
て
の
地
位
を
確
⽴

〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜

未
来
Ộ 
 
 

エ
ン
タ
ổ
テ
ỻ
メ
ン
ト
と
緑
地
が
融
合
し
た
新
た
な
⽴
体
公
園
が
完
成
し 

 
 
 
 
 
 
 
 

多
く
の
⼈
が
訪
れ
る
場
と
な
る

 
 
 
 
 
 
 
 

親⽔広場
⼈形浄瑠璃・歌舞伎（伝統芸能）
映画館・ジャズ
ストリート⽂化
公園

コンセプト

道頓堀は、⼤阪を代表するエンターティメトの中⼼地であり、⻑い歴史とともに⾷い倒れ⽂化、芸能、ジャズ⾳楽、ストリートアートなど、多岐にわたる豊
かな⽂化を有している。本計画では、これらの歴史と⽂化を尊重し、それらをさらに広めることを⽬的とする。具体的には、上部の公園では緑地とオープン
スペースを確保し⾃然と触れ合うことのできる憩いの場の提供を⾏い、その公園へと⾄るまでのアプローチに、道頓堀のエンターティメント⽂化の歴史を基
に様々なステージや余⽩を計画し、道頓堀の歴史と⽂化の体験・発信をすることのできる施設の計画を⾏う。

過密都市における新しい憩いの緑地の確保 × 道頓堀のエンターティメント⽂化の発信 

敷地周辺図 1:2000
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1 階：川床ステージ（⻄）

道頓堀 川⾯舞台 2022「南地⼤和屋へらへら踊り」

道頓堀リバーフェスティバルの⼀環で、敷地東側の
相合橋の特設ステージで⾏われた。
2016 年から開催されており、この他にも道頓堀で⽣
まれた⽇本舞踊「上⽅舞 ⼭村流」や⽂楽などの伝統
芸能のほか、OSK ⽇本歌劇団や道頓堀で活動してい
るお笑い芸⼈、アイドルなど 10 組によるパフォーマ
ンス、ライブステージが披露された。

画像引⽤：なんば経済新聞 .「道頓堀で「道頓堀川⾯舞台」 ⽇本舞踊
や⽂楽、演歌など披露」.2022,11,14.

とんぼりリバージャズボート

ジャズの⽣演奏を聴きながら、⼤阪ミナミを道頓堀
川から眺める約 40 分の観光遊覧船が常時運⾏されて
おり、OSAKA 100 JAZZ FESTIVAL 2022』、『道頓
堀他にも、ウェスト JAZZ ストリート』などといっ
たジャズシティ⼤阪をテーマにしたイベントが多く
⾏われており、『道頓堀ウェスト JAZZ ストリート』
では商店街の店舗などでゲリラ的にジャズの演奏を
⾏っている。
画像引⽤：⼤阪観光局 , ⼤阪公式観光情報サイト . とんぼりリバージャ
ズボート

⼤阪・道頓堀の演劇の殿堂「⼤阪松⽵座」

江⼾時代から⼤⼩の劇場が並ぶ「⽇本⼀の芝居町」
とうたわれた道頓堀において、１世紀の間、エンター
テインメントの発信拠点であり続けた松⽵座。開場
当初は国内外アーティストの実演劇場も兼ねたが、
戦後は映画の上映にほぼ専念し、平成６年までは映
画の封切館だった

画像引⽤：産経新聞 .「道頓堀の松⽵座が開場 100 年 「芝居町」の守
り⼿が⾒た 1 世紀」.2023,05,02.

とんぼり STREET FESTA

2015 年からとんぼりリバーウォークで定期的に開催
されているストリートライブフェス、主に⼤阪を拠
点に活躍する若⼿ミュージシャン等を中⼼にした⾳
楽イベント。この他にも、アイドルイベントや道頓
堀 ART STREET ではとんぼりリバーウォーク沿い
に多くのグラフィティアートが並ぶなど、路上を拠
点としたストリート⽂化の発信が強く⾏われている。

画像引⽤：⼤阪中央区オフィシャルサイト , 地域情報発信ポータルサ
イト . とんぼり STREET FESTA
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空中回廊

中央広場「まんなか」

空中回廊

公園

芝⽣エリア

中央広場横（東側）

橋下広場 設備室

⼩劇場

⾳の広場

イベントエリア

川床ステージ（⻄）

川床ステージ（東）
ギャラリー

上部ギャラリー

クリエイティブ
スタジオ

PS PSPS

W.WCM.WC

W.WCM.WC

W.WCM.WC

W.WCM.WC

W.WCM.WC

W.WCM.WC

管理室控え室
倉庫更⾐室

倉庫
設備

設備

3 階：中央広場

⼀般の⼈の路上ライブや⼤きなイベントにも対応することのできる空間
上部の空中回廊などからも鑑賞することができるように計画。

アーティストの映像作品等を鑑賞することのできる空間
舞台を設けることで劇等の公演ができるよう計画

4 階

ストリートピアノやジャズの公演を⾏うことができる広場
明るく活気のある⾳⾊が周囲に広がるように開放的な空間としている。

1 階：川床ス

伝統芸能等を披露することのできるステージ
⾮使⽤時には川床のようにくつろぎのスペースとしての利⽤を考慮

ｿﾖｺﾞ ｶﾂﾗ
ｵﾘｰﾌﾞ ｿﾖｺﾞ

ﾋﾒｼｬﾘﾝﾊﾞｲ
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歩道空間（とんぼりウォーク）

1 階平⾯図 1:200

川沿階平⾯図 1:200

2 階平⾯図 1:200

W.WC M.WCEV EV EVPS EV PS EV EV

PS PS

EV

倉庫

PS

カフェ

店舗
店舗

⼩劇場

倉庫

ギャラリー

ギャラリー 2

店舗店舗

B

Bʼ

B

Bʼ

A

Aʼ

CʼC

空中回廊

スロープ（1/12）

スロープ（1/12）

GL−2,000

GL−3,000

C Cʼ

N

２FL±0

２FL＋600

２FL＋1,200

２FL＋2,700

２FL-300

２FL＋450

２FL+1,200

２FL+1,800
２FL+2,400

２FL+1,200

２FL±0

道頓堀の歴史展⽰をはじめとし
可動式の展⽰壁・展⽰台により、地元アーティスト等の作品も展⽰可能

倉庫

設備室

4,765×1,956 サイズのスクリーンを設置、映像作品の鑑賞を⾏うことができる

ステージの⾮使⽤時は川床のように休憩スペースとして活⽤

PS を通じて収集した⾬⽔の貯留・浄化を⾏い建物内の植栽管理等への再利⽤をおこなう

PS PS

PS

⽇本舞踊や⽂楽などの伝統芸能を⾏うことのできるステージ
建物のみならず戎橋側からも⾒ることのできるステージ

宗右衛⾨町通

GL−2,000

戎橋

宗右衛⾨町通

W.WC M.WC
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W.WC M.WCEV EV EVPS EV PS EV EV

PS PS

EV

倉庫

PS

飲⾷店 厨房
店舗

店舗

中央広場「まんなか」

空中回廊

上部ギャラリー

倉庫

倉庫

温室フリースペース
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4FL±0

4FL+1,200

4FL+2,400
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4FL-1,200

4FL-300

4FL+2,400 4FL+1,200

4FL+2,400

5FL±0

スロープ（1/12）

5FL+1,500

5FL+2,700

5FL+3,450

5FL+1,200

5FL±0
5FL+600

5FL+1,200

5FL+2,700

スロープ（1/12）

6FL-300

6FL+1,200

6FL+1,050

6FL+1,000

6FL+2,400 6FL+2,400

6FL+3,000

道頓堀付近に数少ない⾝体を動かすことのできる芝⽣エリア
イベント時に様々な活動に対応することのできる空間

スロープ（1/12）

倉庫

6FL-300

6FL-1,200

公園内を⾃由に移動できるように階段を計画
必要性の少ない階段部を計画することで、そこに座ることのできるように計画

PS

倉庫

スロープ（1/12）
スロープ（1/12）

スロープ（1/12）
スロープ（1/12）

スロープ（1/12）

吹き抜け

6FL±0

クッション性の⾼いゴム床を⼀部に使⽤しダンスなどの激しい動きにも対応ジャズにおける楽器の基本配置に配慮しストリートピアノを設置

3FL+2,700
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宗右衛⾨町通パース 3 〜 4 階：フリースペース

6 階：公園部芝⽣エリア

1 階：川床ステージ（東）3 階：中央広場横（東側）4 階：川側東 店舗前

B-Bʼ 断⾯図 1:100⻄⽴⾯図 1:100

▽最⾼⾼さ

川床ステージ（東）

中央広場

店舗 空中回廊

温室フリースペース

飲⾷店厨房

飲⾷店

公園

壁⾯緑化ユニット

壁⾯緑化ユニット

店舗
中央広場横（東側）

芝⽣広場

建物北側は南⾯と⼤きく印象を変え、建物外部のグリッドは看板を設置する為にそのほとんどを使⽤。
⼤看板や南⾯と雰囲気を⼤きく変えるその様は、この地域の雑多さや賑やかな混沌を表現する。

店舗の⼊⼝はそのほとんどに折りたたみ⼾を使⽤。
建物の開⼝を⼤きく開くことで商品を店の外にまで広げることができる。

施設内天井の 2 ⾊のライトは上部公園への動線を⽰しており
曲線を使⽤することで、規則的かつ効率的な上部ライトに対して

動線がゆるやかな横移動であることを表現する。

川床ステージは⽇本舞踊などの伝統芸能は勿論⼀般のステージとして使⽤。
ステージとしての⾮使⽤時は川床のように道頓堀川沿いの休憩スペースとして活⽤。

フリースペースは温室空間になっており、飲⾷や勉強などの軽作業を⾏うことができる。

約 430 ㎡の芝⽣広場、休息や軽い運動を⾏うことができる
平均３度の勾配を芝⽣につけることで訪れた⼈が気軽に座ることのできるように計画

（ヘデラカナリエンシス）

（テイカカズラ）

ウェブネット（H:2,000)

約 1ｍのセットバック

ウェブネット（H:2,000)

ウェブネット

ウェブネット

ウェブネット (H:2,000)

ｶﾂﾗ

ﾌｨﾘﾌｪﾗｵｰﾚｱ

ｱｵｷ

ﾋｭｳｶﾞﾐｽﾞｷ ｼﾞﾝﾁｮｳｹﾞ

ｵﾘｰﾌﾞ

(ｺｳﾗｲｼﾊﾞ)



27
,5
50

6 階：公園部芝⽣エリア 5 階：公園部中⼼エリア 5 階：公園出⼊⼝（⻄）

南⽴⾯図 1:200

イベント等にも対応することが可能なベンチスペース
樹⽊が周囲の環境と緩やかな壁を作り、訪れた⼈に憩いの時間を与える。

4 階：クリエイティブ
       スタジオ

⼀部をゴム床としたこの広場は⼦供たちの遊び場としてや
ダンスなどの激しい活動の練習を⾏う場となるように計画。

2 階：ギャラリー

道頓堀のエンターティメントの歴史の展⽰や
地元アーティスト等の作品の展⽰を⾏うギャラリー

多様な植物を利⽤した道頓堀の天空公園
フロア差を利⽤して多様な空間を作り訪れた⼈が落ち着ける場を提供する。 壁⾯緑化ユニットとワイヤーメッシュを利⽤したグリーントンネル

2 階：カフェ

4 階：温室カフェ 3 階：店舗（⻄）

2 階：店舗（⻄）

北⽴⾯図 1:200

▽最⾼⾼さ

激しい⾬天時などでも、⼈々が憩うことのできる温室スペース
北側採光のため、耐陰性の強い植物を選定している。

3 階部分の店舗イメージ
アパレルショップを想定し、公園までのアプローチに使⽤されている照明を

意識した店舗内装

2 階部分の店舗イメージ
川床ステージと雰囲気を合わせるために⽊材を内装に使⽤

2 階部分の飲⾷店イメージ
道頓堀の⾷い倒れ⽂化を意識し、様々な飲⾷店を施設に点在させ

各店舗ごとに雰囲気が異なるように計画。


